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近代博覧会の一様相
一― 太宰府博覧会について一―

One Aspect of a Nlodern Exposition
― about The Dazaifu Exposition―

副 島  邦  弘
SOEZI]唖A Kunihiro

1.は じめに

本年2005年 (平成17)3月 25日、21世紀初になる大規模な国際博覧会として、『愛知万国1専覧会

(愛・地球博)』が開幕された。

「自然の叡智 (えいち)」をテーマに、120カ国が参加 して、 9月 25日の閉幕までの185日間、環境、

人口問題などの課題解決に向けて交流するもので、愛知県名古屋東部の丘陵地、長久手町 ・豊田

市 ・瀬戸市をメイン会場 として開催されている。

万国博覧会の第 1回 は、1851年(嘉永 4)5月 1日 から10月11日まで英国のロンドンのハイドパー

クで開催され、入場者は630万人であったという。

1862年 (文久 2)の ロンドン万国博覧会はロンドンのケンジントンが会場で、幕府の遣欧使節団

が会場へ行き、 日本人最初の見学者 となった。それは竹内下野守 ら使節団36名であった。

この博覧会には、駐 日英国公使のオールコックの収集 した日本の美術工芸品が展示された。その

内容は漆器 ・象眼細工 ・刀 ・浮世絵等であった。

日本が万国博覧会に出展 したのは、1867年 (慶應 3)4月 1日 から11月3日 までの、仏国のパ リ

のシャン ・ド・マルス庭園で、幕府 と薩摩藩が出品している。

その展示物の内客は、みずほ屋清水卯三郎が日本風茶店 (檜造 り。六畳敷 ・t問 あ り)を つ くり、

軒に提灯を下げ、小池を設けているもので、出品物の多 くは象牙の小家具やガラス器、日本ノJな ど

の工芸1島で、会場の一角を清国 。シヤム国と3分 して設けられていた。

入場者は680万5,000人入ったという。この時、幕府 と薩摩藩が日本国代表を争って醜態を露呈 し

たことが語 り伝えられている。

2.博 物館 と博覧会との位置づけ

文明開化の大 手令のもとで、明治政府は日本の近代化を推進する。

この間に、廃仏毀釈運動が起こり、1868年 (明治元)3月 の神祇官の再興および太政官布告によ
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る神仏分離令によって、平田派国学者や神官等を中心とする神仏分離 ・神社における仏堂 ・仏像 ・

仏具などの破壊や除去が各地で行なわれた。

これに対して廃仏反対の民衆の動きや、信教自由の主張が高まり、1874年 (明治 7)信 教自由の

保護が各宗派に通達されたが、この運動により、政府は政治優先の思想を普及させることができた。

しかしながら、この廃仏毀釈運動によって、仏教関係の文化財が海外に多量に流出していった。

福岡県においても同様であった。廃藩置県によって、1871年 (明治 4)7月 、全国の藩を廃して

府県に統 一し、中央集権的権力成立に一時期を画した。このやさき福岡藩の旧蔵書は1871年 (明治

4)に 県庁に納められ、その後、1873年 (明治 6)に 「有用文ヲ残シ置キ詩文集 ・経史 ・鼈頭等無

益ノ分悉皆売却其料ヲ以テ更二差向教則内至要ノ書器買入申渡」と文部省に伺いを立てている。こ

れからみて大部分は処分されたものと考えられる
(:

明治政府は近代化政策のために外国人技術者を入れて技術の習得をはかった。

各国の物産や最新の工業機械を見せるため共進会や品評会を実施したり、1872年 (明治 5)に 博

物館を新たに設けた。同館中に書籍館 (現図書館)を つくって一般に公開した。

福岡県においても、1878年 (明治11)9月 28日博物館を設立し書籍館を併設した。

しかし各地の産物を収集して開館式を挙行したのは、翌年の 2月 20日であった。

県会では1,o20円67銭の予算を可決。博物館は天神町官有地橋口町にあって陳列物品1155点・書

籍館は和漢書381冊・洋書304冊で、来館者は26,101人であった。

文部省第 9年報 (明治12)に は 「物品及ビ来観人モ亦頗ノ多シJと 書かれている。

第11年報 (明治14)に は全然記載がないのは、福岡区勧業義社から博物館の拝借を請願してきた

ので、県会で地方税よりの支弁を廃止して、 7月 12日に貸与引き渡しを完了したためらしい。しか

しうまくいかなかったためか、旧に復 して文部省第12年報 (明治15)に 記載されるが、第15年報

(明治18)に は 「維持二困難ス… (云々)」の記事を最後に閉館している。

この閉鎖によって、いわゅる公の文化施設としての博物館や書籍館 (現図書館)は 、大正期まで

日の日を見ない結果となっている:

では次に、博覧会についてはどうだったのか、述べることにしよう。

博覧会という起源は、1797年にフランスのサンタールにて開かれた博覧会がはじめてで、日本で
“
博覧会

"と
いう名称を用いたのは1866年 (慶應 2)に フランス大博覧会の出品誘状が来たときに

栗本鋤雲がフランス語 Expoddonを
“
博覧会

"と
訳 したのに始まる。

日本での最初の博覧会は1871年 (明治 4)10月 10日より35日間で、京都の西本願寺において開催

された
“
博覧会

"が
はじまりであると一般的にいわれている。

しかしながら、それより以前に、九段招魂社 (現靖国神社)で 、同年の 5月 5日 から5月 31日ま

で実施された大学南校物産局物産会が最初である。
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翌年1972年 (明治 5)3月 10日より4月 30日まで、文部省主催の本郷湯島の聖堂で実施された。

明治五年文部省博覧会で、正式に博覧会の名称をもちいている。

古代 よりの器物、古文書、珍宝などを陳列 して人気をよび、それより目新 らしいもの、珍 らしい

ものを博覧会というようになっていった。

その際に配布された趣意書では、次様に書れている。

「博覧会の趣旨は天造人工の別なく宇内の産物を蒐集 してその名称を正 し、其用方を弁 し、人

の知見を広むるに在 り、就中1日物に至ては時世の推遷制度の沿革を追徴すべ き要物なるにより

晋者御布告の意に原づき周 く之を羅列 して世人の放観に供せんと欲す。然れどもその各地より

徴収する期に至ては之を異 日に待ざるを得ず して、現今存在の旧器は社寺に遺伝する什物の外

その用に充つべ き物少 く、加あ、るに皇国従来博覧会の挙にあらざるにより、珍品器物の官庫に

貯ふる所また奇品漢洋船載新造創製等を論せずこれを蔵する者は、博物館に出して此会の欠を

補い、もって世俗の陸見を啓 き、日本つ古今の同異を知 らしむるの資助 と為すを謂ふ、拝見人は

男女を論ぜず 1日 に大略千人を限 り拝見の切手相渡候間右持参致す11^き事、lHし 1枚 1人 に限

り候事、」

と、述べている。

当福岡県における最初の近代的な博覧会は1873年 (明治 6)3月 20日から太宰府神社 (現太宰府

天満宮)境 内で開催された 『太宰府博覧会』が最初である。

この博覧会を取 り上げて、詳細にみてみたい。

3.太 宰府博覧会開催 とその概要

太宰府博覧会は、1873年 (明治 6)3月 20日から4月 20日までであったが 5月 10日まで延長され

た。会場を太宰府神社境内として開催されている。翌]874年 (明治 7)9月 20日から10月19日まで

第 2回 が開かれ、さらに第 3回 が1875年 (明治 8)3月 20日から4月 18日まで開催されたという。

この前後の動 きを全国的な視野から見ると神仏分離の勢いが収まりはじめた1871年 (明治 4)、lll

治政府の博覧会のILl当者は町田久成で荒廃 していた全国の社寺の宝物を調査 し、調査 した占器旧物

(歴史的文化財)を 保護するために 『古器旧物保存方』と名付けた文化財の保護法の制定と、保護

した文化財を保管 して展示するための 「集古館の建設」を急 ぐように、同年 4月 25日に献言し太政

官に求めていた。

それを受けて、太政官は 5月 23日付で布告 したわけである。

古器旧物之類ハ、古今時勢ノ変遷、市1度、風俗 ノ沿革ヲ考証シ候為メ、ソノ稗益不少候処、

自然厭1日競新候流弊 ヨリ、追々遺失毀壊二於テ歴世蔵貯致居候古器1日物類、別紙品目ii/二所蔵

人名委語記載シ、ソノ官庁 ヨリ可差|}l事。
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称名 場   所 期 間 入場者数

治
年

大学南校物産局博覧会

文部省博覧会

蝶
名古屋博覧会

九段招魂社

湯島聖堂

西木願寺大書院

総見寺

5 月 5 日～ 5 月3 1 日

10月 1日 ～ 10月10日

10月10日～ 11月11日

11月 11日‐ 11月 15日

11,455人

治
年

明
５

湯島聖堂博覧会 (文部省博
覧会)

-

額田博覧会 (岡崎博覧会)

和歌山博覧会

広島博覧会 (厳島展覧会)

金沢博覧会 (金沢展覧会)

土浦博覧会

高知博覧会

湯島聖堂大成殿

知恩院 建 仁寺
西本願寺

賃) 鴨 纂
媛

鷲森本願寺

厳島千畳閣

兼六園

新 治 県 (現茨城
県)土 浦等覚寺

高知城

3 月1 0 日～ 4 月3 0 日

3 月1 0 日～ 5 月3 0 日

5 月1 6 日～ 5 月2 9 日

5 月2 0 日～ 6 月1 0 日

6 月1 0 日～ 7 月1 0 日

9 月1 6 日～1 0 月1 6 日

3 9 , 4 0 4人

59 , 7 0 1人

49 7 0 5人

明治

6年

福岡博覧会

-

曇書
山田博覧会 (度会博覧

茨城博覧会

太宰府博覧会

事比羅博覧会

高知博覧会

山下御門内博覧会

暴
筑摩博覧会 (松本博覧会)

島根博覧会

岡山展覧会

京都御所 仙 洞御
所

度 会 県 (現二重
県)下 山田

太宰府神社

事比羅神社

高知城

山下御門

東大寺真言院

松本城

出雲大社

2月 20日～ 4月 20日

3月 13日～ 6月 10日

3月 15日～ 5月 15日

3月 15日～ 15日間

3月 20日～ 5月 10日

3月 ～ 4月

4月 1日 ～ 100日間

4月 15日～ 6月 15日

4月

H 月 1 0 日～ 1 2 月2 4 日

43,457人

治
年

明
７

螂

隻基曇
勧業博覧会 (愛知博

伊賀上野博覧会

山下御門内博覧会

新潟博覧会

太宰府博覧会

萎
石川(金沢)博覧会

京都御所 仙 洞御
所

魔
本願寺名古屋別

山下御門

白山神社

太宰府神社

東大寺大仏殿

3月 1日 ～ 6月 8日

5月 1日 ～

5月 15日～

5月 21日～ 6月 10日

6 月 1 日～ 7 月 4 日

9 月 2 0 日～ 1 1 月8 日

281.219人

治
年

明
８

鞣 奔都御
所 仙洞御 3 月 1 日～ 6 月 8 日
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明治前期の博覧会開催一覧 (明治4～10年)

『太宰府市史』より抜粋

とある。

これによって文化財の所在を確認するた

めの作業にめどが立ちはじめ、これまで野

放 しだった資料の売買はかなり抑制される

ようになった。

いまでこそ、正倉院や法隆寺といえば、

日本を代表する歴史的な文化財の宝庫 とし

て、その文化的歴史的価値 も十分認識され、

管理 も行 き届いているが、『古器旧物保存

方』が制定された明治のはじめの頃には、

まだ僧侶や周囲の人々の占文化財に対する

関心 も薄 く荒れるにまかされていた。

1872年 (明治 5)の 5月 湯島の博覧会の

終了を待って、 5月 27日から文部省によっ

て、伊勢 。名古屋 ・京都 ・奈良等に百数十

日におよぶ長期の出張宝物調査を実施され

た。

この調査によって、東大寺や法隆寺など

をはじめ、華族や古社寺が所蔵する宝物の

現状 と、桂離宮や京都御所などの歴史的建

造物や宝物の現状を精査 して詳細な調査記

録を残 している。

1871年 (明治 4)以 降各地で博覧会が開

催されているが、1877年 (明治10)の 第 1

国内国勧業博覧会や十年代前半における各

府県で開催された博覧会 と比較 してもかな

り早期に開催 されたということが言える。

安楽寺天満宮から太宰府神社 として、神仏

分離令以後の生き方を模索 して、『太宰府博

覧会』の実施 となるわけである。

この博覧会を開催運営するために会社が

設立されている。いわゆる 「博覧会会社」

新吉原博覧会

第一回奈良博覧会

熊本博覧会

新潟博覧会

太宰府博覧会

江戸町金瓶楼

東大寺大仏殿

太宰府神社

3月 15日～30日間

4 月 1 日～ 6 月 1 9 日

5月   ～

6 月 1 7 日～ 7 月 1 日

治
年

明

９
第二回京都博覧会

第二回奈良博覧会

堺県博覧会 (界博覧会)

熊本博覧会

宮城県博覧会

彦根博覧会

富山博覧会

松本博覧会

京都御所 仙 洞御
所

東大寺大仏殿

歩 南 宗寺

河原町順正寺

仙台 桜 ヶ丘公園

彦根城

大法寺

3月 1 5日～ 6月 2 2日

3月 1 5日～ 6月 2 5日

4月 1 0日～ 6月 1 0日

4月 1 0日～6 0日間

4月 1 5日～5 0日間

6 月 2 日～

9 月 1 日～ 9 月2 0 日

治
年

明

１０
第二回奈良博覧会

-

愛媛博覧会

堺博覧会

第一L00秋田博覧会

第一回内国勧業博覧会

東大寺大仏殿

仙洞御所  大 宮御
所

松山公園

南宗寺

秋 田 佐 竹義純別
邸

東京上野公園

2月   ～ 80日間

3月 1 0日～ 6月 2 2日

4月 1 0日～ 5月 2 9日

4月 1 0日～ 6月 8日

5月 1 5日～ lヶ 月間

8月 2 1日～ 1 1月3 0日

63,980人

10,000フヽ

454 186ノ`

- 4 -
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近代博覧会の 一様相
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第 1図 「太宰府博覧会票告」(明治 6年 2月 )(『太宰府市史よより)

である。その役員達には人城谷政 ・城原安城 ・広辻信 r・小田部為雄 ・松大路信充 ・三木隆助 ・西

高辻信巌 ・尾崎至秦は太宰府神社の神官や1日社家で、博覧会専務に小松宥八で、戸長の高原謙次郎

と森山荘太が博覧会取扱兼務として地元の戸長が中心となり、この 『太宰府博覧会』は開催された。

当該博覧会の目的は、開催者が作製した 『太宰府博覧会票告』(福岡市総合図書館所蔵)か ら見て

みると、次のように記載されている (第1図)の

夫レ知識ヲ致サント欲セハ理ヲ究ルニアリ、理ヲ究ムルハ物二即キ其精粗ノエ拙ヲ審ニスルニ

アリ、蓋宇内ノ広キ品物ノ多其麗億ノミナラス、 ^時 之ヲ縦観セント欲スト豊得ンヤ、故二欧

J[諸州ハ常二博覧会ヲ開キ、奇品異卓珍禽二至ルマテ車輸船運シテ以テレq方人民ノ展覧二供ス、

故二 1日 一間轍ク宇内ノ物品ヲ賞翫スルヲ得テ其知覚ヲ開クモ亦少カラス、是万国二先タッテ

中
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近代博覧会の一様相

文明ナル所以ナリ、既間、東西二京其他各地往々辱二倣巳盛二会場ヲ開クト、我太宰府ノ如キ、

暴二鎮西ノー都会タリシモ、物換星移風習汗下シ遂二今ロノ衰態二属ス、鳴呼遺憾ノ至ナラス

ヤ、抑新暦 3月22日ハ旧暦 2月 25ロニシテ、菅公ノ祭日、因テ官許ヲ得テ小博覧会ヲ設、 1ッ

ニハ固肛ノ人民ヲシテ知覚ヲ開キ、 2ツ ニハ以寒郷ノ景況ヲ昔日ノ盛華二復サント欲ス、則 3

月20日ヨリ及至 4月20日会場ヲ開キ、本社秘蔵ノ宝物 ・神器及ヒ社中伝襲古文書等ヲ始 トシ、

本県内ノ新古物品ヲ集合列シテ、四方人民ノ展覧二供シ、天造ノ物品二就テ人エノエ造ヲ知シ

メ、又先覚ノ品題評隋ヲ受ケ、暖国ノ草木ヲ寒郷二移栽工、剛勁ノ材ヲ柔軟ノ品二製ノ類、之

二就テ其理ヲ究ル時ハ則百物融通有無互市ノ道ヲ明ニシ、又以テ御盛意万分ノーニ稗益アルニ

庶幾ン乎、徒二珍奇二眩ヒ賞翫二備ルノミニ非ス、伏テ願クハ、四方ノ君子珍蔵ノ諸奇物ヲ遁

輪シ、此会社ヲシテ東西二京ノ設二譲ラサラシメハ、人々ノ其知識ヲ研キ、遂二文開ノ域二進

歩スルノ階梯也独余輩ノ幸ノミニ非ス、又国家ノ幸 卜謂ツヘケン乎。

神庫ノ宝物往古秘蔵ノ名錘弥器井二社中伝来ノ古文書ハ無料ニテ展覧ヲ許

此会場二差出ス物品ハ其持主ノ居所姓名井其由来ヲ記スベシ

売却ノ品類アラバ其員数ヲ記スベシ

新規発明ノ品ハ其用弁ヲ審カニ記スベシ

物品ヲ出サバ会社ノ手券ヲ渡シ置キ受取度品ハ手券 卜引替返スベシ

物品自身売買交易ヲ扱ヒ度輩ハ会社承知ノ上タルベシ

売払ノ物品ハ元価ノ金高ヨリ三分ヲ会場ノ入費二受取ベシ

売品ハ其価ヲ記シ売サル品ハ其由ヲ記スヘシ

売サル品会ヲ終ルノ日、其品ノ軽重二応ジ薄謝ヲ添フベシ

展覧物品ノ几例

刀匁 金 貨 金 玉 古 銭

武器 古 瓦 化 石 茶 器

銅器 陶 器 塗 器 織 物

衣服 糸 類 綿 類 茶 紙

砂糖 酒 類 姻 岬 薬 種

諸細工物 諸 機械 農 具種物 花 木類

石炭 魚 虫 禽 獣 舶 来諸品

新古書画 書 籍 仏 器

明治 6年 2月

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

一



近代博覧会の一
様相

博覧会社

これによって、この太宰府博覧会は大 きく7点 に要約される。

第 1点  博 覧会を開催することは、「欧亜諸州」が 「万国二先タッテ文明ナル所以ナリ」そのこと

は 「知党ヲ聞ク」ことができたからであるとして、文明開化を進めていくのに、博覧会

が大きな効力を発揮する。

第 2点  国 内でも、東京 ・京都をはじめ各地で博覧会が多 く開催されていることを指摘 している。

第 3点  太 宰府の場合、かつて 「鎮西ノー都会Jで あった。

第 4点  衰 退 しているが、そこで 「固匝ノ人民Jの 「知党ヲ開くJと ともに、「衰態」してしまっ

た 「寒郷」の 「音 ロノ繁華」を取 り戻すため、「菅公ノ祭 日」にあわせて博覧会を開催す

る.

第 5点 、太宰府神社所蔵の宝物などをはじめ、県内の 「新古物品Jを 蒐集 ・展示する。

第 6点  東 京や京都に負けることなく実施する。

第 7点  人 々の知識の増進を図 り、文明の進歩に役立てることにしたい.

以 上、結論的には、文明開化と地域振興にあったのである。その際、太宰府の地がかつて 「鎮西

一の都会」であつたことが強調されている。

また、「新古物品」 (新しいものと古いものが同時)に 展示されていることが注 目される。

このことは、太宰府博覧会は太宰府が自らを 「占都太宰府」 として位置付けたことにある。

4.考 察

『太宰府博覧会』の目的と概要について前節で述べたので、次に展示内容について明らかにしてい

きたい。

1873年 (明治 6)の 博覧会の展示内容については、『太宰府博覧会日録 全 』(第2図 )本 版で14

丁からなる。この目録の現物については太宰府天満宮 ・西正寺 ・福岡市総合図書館 (三宅文庫)と 、

それに福岡県立図書館郷土資料課の中で 2点 存在することがわかった。それは、竹田文庫の中と大

倉種教文庫に現物があることが確認され、これを基礎 として調査分析することにしたいc

この円録は広 く頒布されたもので、その奥付等から紹介すると、1873年 (明治 6)4月 付の発行

で、「会主」 として、尾崎繁 ・西高辻信巌 ・三木隆介 (小野隆助)の 3名 が、また 「版元Jと して、

荒巻武七 ・小野田次三郎 ・安藤■次郎の 3名 が挙がっているc

これとは別に、『博覧会日録 全 (博覧会追加 日録)』(第3図 )木 版 ・折本がある。会主と版元は

同じである。追加 日録まで木版印刷 して、134項目の展示追加があったもので、日録については、販

売を行っている。

第 1回 の太宰府博覧会の展示 目録については会主と版元は力を注いだと思われ、表紙には梅の絵



近代博覧会の一様相

合
イ笙
糸

第 2図  第 1回 『太宰府博覧会目録』表紙と巻末部分 (県立図書館蔵)

第 3図  第 1回 太宰府博覧会 『博覧会追加目録』(全)(『太宰府市史』より)

(飛梅か)を 入れ、その後に 4枚 (2丁 )の 図版挿図が掲載されている (第2・ 4図 )。

その中心は太宰府神社の御神庫宝物を_Lげている。「古器旧物」がほとんどである。他には個人蔵

で、その一部を挿図としてスケッチした。挿図の担当者が太宰府の町絵師であったことはいえる。

この図版挿図 (第4図 上 。下)を 提示 してみると、

御神宝物 (太宰府神社)
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近代博覧会の一様相
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第4図  第 1回太宰府博覧会目録 (図版の部分)明 治 6年 版 (県立図書館蔵)

1

3体

1口

1

1

雲版 (和泉三郎寄附)

三聖像

古鐘    瀬 戸氏蔵

鋼雀台瓦硯 黒 田氏蔵

太湖7i   西 村氏蔵



近代博覧会の一
様相

都府楼鬼瓦 花 田氏蔵    1

同丸瓦   古 川氏蔵    1

看板 (御侵頭所)聖 一国師筆  1

雲月硯   平 山氏蔵    1

駅路鈴   松 峡八幡蔵   1

漢三神鑑  西 京鳩居堂蔵  1

蒙古兜   松 永氏蔵    1

心入ノ竹  笛 崎社蔵    1

菊池矢根  櫛 田宝物    1

古代鉾   通 心寺蔵    1

松 子 笛崎宝物    1

古代鈴   伏 見社蔵    1

玉花器   野 村氏蔵    1

飽入魚   内 海氏蔵    1

以_L、22点が図示されている(第4図上 。下)。目録の表紙と図版と一部の目録を示したが、日録

は上下 2段組である。

東京文化財研究所編の 『明治期府県博覧会出品目録 明 治 4～ 9年』によると、明治 6年  太 宰府

博覧会は、次のようにp248の 〔出展目録〕、「博覧会日録」については、太宰府天満宮蔵の写本を基

にされている。

表紙墨書「明治 6年 /太 宰府/博 覧会票告/太 宰府博覧会/日 録J。 7丁 より32丁まで日録。 7丁

表第 1行 に 「博覧会目録」。32丁奥書に 「明治 6年 4月 /会 主尾崎葉/西 高辻信巌/三 木隆介/版 元

/荒 巻武七/小 野田次三郎/安 藤圭次郎」と記載されている。

この博覧会を見て人々はどう思ったのであろうか。元福岡藩士とみられる臨征亭主人酔月老翁と

いう筆名の他、本名は知られていないが、未完の写本 『維新雑誌』の、巻16に 『明治六癸酉雑記』と

題して、太宰府博覧会に関する記事があった。博覧会を実見して批評した物で、その内容は、
一、癸西三月廿ロヨリ五月十日迄、太宰府旧延寿王院ノコト西高辻ノ亭二於テ博覧会興業アリタ

リ。始メノ程ハ不評判ニテ見学人無少旧ノ処、四月中旬頃ヨリ見物人多ク相成タルヨシ。僕

五月初旬二見物致シ候処、種々ノ品物彩シク、奇物 ・雑器数ヲ知ラズ ト雖モ、ロヲ驚ス程ノ

品物ハ無之候ナリ。

二、御神 (震力)筆 ノコトハ不可論

一、家古人の兜 松永氏所蔵

一、楊嘉祉 竹 石ノ図立物  同 上

- 1 0 -



近代博覧会の一様相

一、空像■1姓 古 銅 天 平年間吉備公入唐ノ節、弘文館 ヨリ斎シ来り、太宰府学業院二安置スル

所ノ聖像 卜申伝。実二古代ノ銅像ナリ。

一、都府楼鬼瓦

、́御餞頭所  聖
一国師筆

一、雲版  和 泉三郎寄進 奉 寄進安楽寺 文 治三年八月日

右ノ外、古鐘、駅路鈴、古代ノ鈴、玉花器、宜徳ノ人香炉、古金銀、古銭、奇石、刀叙、新占

書pi、種々奇品 ・雅物其数ヲ不知 卜雖モ抜群 ・突出ノ品ハ不相見。鳥類ニハ鶴 ・雁 ・鴨 ・孔雀 ・

三足鶏 ・鵞、或ハ鹿 ・猿ノ類也。コ 二ゝ可笑ハ博多綱場町ヨリ見立細エノ作 り物ヲ出ダセリ。

其見立奇々妙々、実二人ヲシテ感ゼシム。夫博覧ノ主意タル、奇工 ・奇術ノ成ベカラザルヲ博

覧シ、己ガ智術 ヲ研ギ、開化ノ域二進歩セシメント欲スc天 造ノ物、量人智ヲ以テ為ス得ベケ

ンヤ。人ノ知識ヲ挽回スルハ、此見立細エニ如ク物アラジト言ケレバ、見物ノ諸人大笑ヲ成セ

リ。珊瑚 ・水晶 ・奇石 ・鳥獣ノ如キ人力、可及コ トニ非ズ。見立細工当博覧ノ第
^等タルベシc

と述べている。

その真意は後半の 「…夫博覧ノ主意タルー (云々)Jが 答である。

そして、その最後に 「見立細工当博覧ノ第一等タルベシ。Jと 結んでいる。その当時の有識者の中

では、不評であったことがいえる。この酔月老翁は
“
あまリパーとしたものではなかった

"と
考え

た方が妥当である。

第 2回 目の太宰府博覧会の出品日録については、前述の東京文化財研究所編の 『出品日録』で知る

ことができ、また 『太宰府市史』で全体像が把握できる。その第一の特徴は次のような物である。

太宰府再設博覧会会場陳列品名

〔同会場陳列品〕

本条記録二存スルモノ今多ク散供セリ因テ僅二士人ノ記録口碑二徴 シ東京博物館 ヨリ借用物品

に係 り者スルたノ如シ

台湾双渓回戦争ノ節分捕品

一、刀壱腰

一、鎗壱本

一、弓壱張

一、矢弐筋

、́小銃壱 J^

^、銃雨覆壱個

一、玉袋印籠付 袋 中銃丸拾個入

一Ｌ

-11-―



近代博覧会の一
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一、早子細口薬入付細中薬筒三個人

右八種

一、自マユ   壱 袋  甲 州

一、黄マユ   壱 袋  甲 州

一、自マユ   壱 袋  上 州

^、黄マユ   壱 袋  上 州

一、機械製糸  壱 組  甲 州山梨県

但、日方三十匁   甲
府小田町

一、自繭製糸  壱 組  甲 州山梨県

但、日方三十匁   熊
堂村

一、自糸 五 把

言己

山梨県出品

山梨県出品

佐位郡中瀬村産

佐位郡中瀬村産

名島彦兵衛製

小川奥右衛門製

但、日方五十匁

一、極上手挽糸 壱 把

但、日方十匁

一、生糸 壱 包

但、目方十五匁

一、生糸壱包  五 抱

但、 日 方十八匁

右拾種

一、腰高菓子皿    キ ックリ

ー、JllfjF飲 砂 糖壺  能 ノ図

一、菓子皿      新 発見ノ絵薬

一、IID琲呑同皿

一、鶏卵コップ

ー、七宝焼手皿  十 一号

一、七宝焼珈琲呑同皿

・、夜景写真額

一、織出シノ絵

一、番茶場入

右拾種

越前日敦賀糸

飛弾国大野郡高山町産

飛弾国益田郡村 々ノ産

飛弾国益田郡村々ノ産

言己

壱枚

二品各
一

枚

壱枚

壱枚

壱枚

壱枚

壱枚

壱枚

壱枚

拾種

清風与平製

伊万里焼 。東京東 F焼

肥前有田焼焼物師喜三郎

瓦師瀬戸加藤周兵衛製

尾州瀬戸右同人製

瀬戸加藤与兵衛製

仏国製

―-12-―



一、金銀貨幣

近代博覧会の一様相

四拾枚

この第 2回 の博覧会の目玉の展示品は、上記の東京から借用 した品物であった。

また、この博覧会では入場料を取っていたので、入場者の数を把握できることである。

開場時間と入場料については、会場規則の中で次の通 りである。

…… (前略)

一、会場ハ毎 日午前八時二開キ午後四時二閉ツヘシ

ー、会場二入ル者ハ必ス通券ヲ持ツヘシ券ノ価新貨四銭婦人ハ三銭嬰児ハ之ヲ用ヒス

ー、券ヲ見テ門ヲ入レ券ヲ収テ門ヲ出ス若シ券ヲ遣失スル者ハ更二 ^枚ヲ買テ償フヘシ此券ハ

必一人一枚二限ルヘシ互二貸借スヘカラス

ー、小学教師等生徒ハ無料ニテ通券ヲ渡シ展覧セシムヘシ

ー、神庫ノ宝物往古秘蔵ノ名剣珍器等伝来ノ占文書等ハ無料ニテ展覧ヲ許ス

・…… (後略)

このことから第 2回 の人宰府博覧会の入場看客員数表 (第2表 )に て、各日数男女と総数が把握

できる。ただし、それは料金を支払人数で、総人数は 1万 2,705人であったことが理解できる。例外

として、小学生や嬰児等の人数がはいっていない。これに 3千 人程度上乗せ した数が妥当ではなか

ろうか。また、 9月 20日の初 日には宰府村の住民には無料で展覧させている。欄外に 「宰府村中無

見料ニテ展覧セシムナL千人余

一、凡九百七 卜人余

と記入されているからである。

小学校生徒

この博覧会の
“
うわさ

"が
博多周辺地区に広がった10月頃から人出が増加 している。

『福岡県地理全誌』によれば、明治10年頃の人口を抜粋 してみると、宰府村689戸で3,244人その周

辺部の村207戸で854人である。近隣の二1日市村は143戸で712人で、周辺地域を巻込んだわけで、村

の大半のものが見学 していたと考えられる。第 1回 日と第 2回 日と相違する点は、 l LEll日は無料で、

2回 目は有料であったことである。

博覧会の会場は太宰府神社の西高辻信巌居宅 (現、延寿王院)で 、警備の人数の諸々を入れたわ

けで、第 2表 の博覧会の入場者の日々の動きを吟味することが必要である。

博覧会の収入については、単純に入場料だけで計算すると合計425円64銭となる。これに県からの

補助金500円が出ている。

第 3回 の太宰府博覧会は1875年 (明治 8)3月 20日から4月 18日まで実施されたという。

日録及び詳細は不明である。ただ一言いえることは、柳の ドの二匹目の泥鮎をねらって行ったも

ので、すなわち、以 下の文書によって理解できる。
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近代博覧会の一様相

第 2表  第 2回太宰府博覧会入場看客員数表 (明治 7年 )
福岡県教育百年史より
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廿
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シ
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日
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